
租税特別措置法施行規則第１４条第５項第３号イに規定する

中間貯蔵施設に係る部分の環境大臣の指定について

平成２６年１１月１４日

環 境 大 臣

租税特別措置法施行規則（昭和３２年大蔵省令第１５号）第１４条第５項第３号イに規

定する中間貯蔵施設に係る部分として、中間貯蔵施設の設置区域を別添地図のとおりとし、

対象となる土地について、下記のとおり指定する。

記

双葉郡双葉町大字新山字冨永、字萩廹、字弓廹、字漆廹、
しんざん とみなが はぎさく ゆみさく うるしざく

〃 〃 字前沖のうち町道久保前・前沖線より東側、かつ、町道下条・細谷
まえおき く ぼ まえ まえおき げ じよう ほそ や

線より南側の部分、

〃 〃 字蓬田のうち町道久保前・前沖線より東側の部分、
よもぎ だ く ぼ まえ まえおき

〃 〃 字牛踏のうち国道６号より東側の部分、
うしぶみ

〃 〃 字高万廹のうち国道６号より東側の部分
たかまんざく

〃 大字郡山字北磯坂、字南磯坂、字沼ノ沢、字小沢、字弥平廹、字東原、
こおりやま きたいそざか みなみいそざか ぬま の さわ お ざわ や へいさく ひがしはら

〃 〃 字四郎田、字台、字台ノ前、字関ノ入、字小譲、字後廹、字島、
し ろう だ だい だい の まえ せき の いり こ ゆずり うしろざく しま

〃 〃 字五斗蒔、字堂ノ上、字鹿島原、字馬場、字栗崎、字島ノ坪、
ご と まき どう の うえ か しまばら ば ば くりざき しま の つぼ

〃 〃 字大倉田、字四斗蒔、字クツカタ、字五番、字谷地、字根田、
おおくら だ し と まき く つ か た ご ばん や ぢ ね だ

〃 〃 字塚ノ腰、字本風呂、字銅谷廹、字陳場沢、字西原、字坂下、
つか の こし もと ぶ ろ どう や さく じん ば さわ にしはら さかした

〃 〃 字鍛冶内、字長橋、字道ノ口、字中ノ町、字尾浸沢、字柳町、
か じ うち ながはし どう の くち なか の まち お してざわ やなぎまち

〃 〃 字久保谷地のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
く ぼ や ぢ

〃 〃 字南久保谷地のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
みなみ く ぼ や ち

〃 〃 字大原山のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
おおはらやま

〃 〃 字楢無のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
ならなし

〃 大字細谷字大森、
ほそ や おおもり

〃 〃 字森ノ内のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
もり の うち

〃 〃 字熊ノ沢のうち国道６号より東側の部分、
くま の さわ

〃 〃 字陳場下のうち国道６号より東側の部分、
じん ば した

〃 〃 字陳場沢のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
じん ば さわ

〃 〃 字椴木沢のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
もみの き ざわ

〃 〃 字三百谷地のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分
さんびやく や ち

双葉郡大熊町大字熊川字古舘、
くまがわ こ だて

〃 〃 字久麻川のうち二級河川熊川より北側の部分、
く ま がわ くまがわ

〃 〃 字寺下のうち二級河川熊川より北側の部分、
てらした くまがわ

〃 〃 字緑ケ丘のうち二級河川熊川より北側の部分、
みどり が おか くまがわ

〃 大字熊字熊町のうち二級河川熊川より北側、かつ、国道６号より東側の部分、
くま くままち くまがわ



双葉郡大熊町大字夫沢字大、字東台、字南台、
おつとざわ だい ひがしだい みなみだい

〃 〃 字中央台のうち国道６号の東側の部分、
ちゆうおうだい

〃 〃 字長者原のうち国道６号の東側の部分、
ちようじやはら

〃 〃 字北原のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
きたはら

〃 〃 字北台のうち福島第一原子力発電所用地を除く部分、
きただい

〃 大字小入野字東大和久、字東 平、
こ いり の ひがしおお わ ぐ ひがしだいら

〃 〃 字向畑のうち国道６号の東側の部分
むかいはた

以上
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